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北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Association  

   Website は「北海道野生動物研究所」と入力して下さい 

「北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Associationの活動目的 

    熊の実像について調査研究し、熊による人畜及びその他経済的被害を予防しつつ、人と熊

が棲み分けた状態で共存を図り、狩猟以外では熊を殺さない社会の形成を図るための提言と啓

発活動を行う。 この考えの根底は、この大地は総ての生き物の共有物であり、生物間での食

物連鎖の宿命と疾病原因生物以外については、この地球上に生を受けたものは生有る限りお互

いの存在を容認しようと言う生物倫理(生物の一員として人が為すべき正しき道)に基づく理

念による。 

[I]  ＜前報(53号)との関連での、日本での月輪熊U.thibetanusと羆U.arctosの捕殺数＞ 

前報(53号)で、日本での熊類の捕殺数の資料は、月輪熊は1923年(大正12年)から、羆は1873

年(明治6年)からある事を述べた。そして、その内の、1961年から2014年に至る54年間

の羆と月輪熊の年度別捕殺頭数について、狩猟と駆除に分けた数値とその合計数

を掲載した。本報では、それ以前の前回未掲載であった1923年～1960年に至る38

年間分のデータについて掲載し、全体としての捕殺実態について述べる。 

月輪熊も羆も第二次世界大戦中の1943～1945年の3ケ年間は捕獲数のデータは無

い。1923年～1960年に至る38年間、と1961年から2014年に至る54年間、の２区

に分けて各表を作成したので、その２表で両種個個の年平均捕殺数を見て見よう。 

＜月輪熊＞ 

1923年～1960年に至る38年間(1943～1945年の3ケ年間はデータ無い)の35年間の 

年平均捕殺数は771頭である。これに対し1961年から2014年に至る54年間年平均

捕殺数は1,898頭で、2.08倍と増加した。月輪熊の捕殺数が異常に増加したことが 

分かる。原因は熊の行動圏である林地を宅地化し、熊を異常に有害視し、出没す

る熊を片っ端から殺している事にある。これを、日本に熊が住んで居て当たり前

と言う自然観に立ち返り、生物倫理の共存思想で改善せねばならない。 

＜羆＞ 

1923年～1960年に至る38年間(1943～1945年の3ケ年間はデータ無い)の35年間の 

年平均捕殺数は366頭である。これに対し1961年から2014年に至る54年間年平均



捕殺数は433.2頭で、1.18倍である。羆による猟師以外の一般人の人身事故は年平

均約1件である。熊を危険視し、過度に恐れず、北海道の山林に羆が居て当たり前

と言う自然観に立ち返ろう。熊研究者は、熊に発信器を着けねば熊の実像が掴め

ないという妄想から脱却し、熊の居る場所に頻繁に行き、熊の実像を見、本来の

自然と人の有り様について、内心から考究し、悟りを開く努力をすべきである。 

 

＜1923年から1960年に至る38年間の羆と月輪熊の年度別捕殺頭数＞ 

 

                                 （了）  


